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紹
　
介

伊
井
春
樹
著

『
与
謝
野
晶
子

の

「
源
氏
物
語
礼
讃
歌
Ｌ

宮
　
本
　
正
　
三早

昨
年
、
伊
井
先
生

の
ご
講
演

「与
謝
野
晶
子
の
源
氏
物
語
礼
讃
歌
の
成

立
」
を
拝
聴
し
て
、
そ
れ
は
晶
子
が
上
田
秋
成
の

「
源
氏
物
語
五
十
四
首
短

冊
貼
交
屏
風
」
を
、
大
正
六
年

（
一
九

一
七
）
六
月
八
日
か
十

一
日
に
、
大

阪
府
池
田
町

（当
時
）
の
実
業
家
小
林

一
三

（逸
翁
）
邸
で
見
た
こ
と
に
起

因
し
て
い
る
と
知
り
、
以
後
、
実
見
し
た
い
も
の
と
、
思
い
続
け
て
い
た
。

今
年
、
逸
翁
美
術
館

で
開
催
さ
れ
た

「
与
謝
野
晶
子
と
小
林

一
三
」
展

（
四

。
二
～
六

。
一
二
）
で
、
秋
成

の

「
源
氏
物
語
短
冊
屏
風
」
や

「
源
氏

物
語
礼
讃
歌
」
の
成
立
を
告
げ
る
晶
子
の
小
林

一
三
宛
書
簡

（大
正
九

・

一
。
二
五
）
を
見
て
、
昨
年
以
来
の
渇
き
を
癒
す
こ
と
が
で
き
た
。

さ
て
、
本
書

の
成
り
立
ち
を
著
者
は
、
「
展
示
の

『
図
録
』
を
編
集
す
る

た
め
、
さ
ま
ざ
ま
な
資
料
を
調
べ
、
読
む
に
つ
け
、
掲
載
予
定
の
解
説
だ
け

で
も
と
て
も
ス
ペ
ー
ス
が
不
足
し
た
の
で
、
あ
ら
た
め
て

一
書
に
す
る
こ
と

に
し
た
」
（あ
と
が
き
）
と
述
べ
て
お
ら
れ
る
。
私
は
、
こ
れ
は

『
図
録
』

と
本
書
が
相
補
い
合

っ
て
、
「
源
氏
物
語
礼
讃
歌
」
が
理
解
で
き
る
よ
う
に

成

っ
て
い
る
意
味
だ
と
理
解
し
て
い
る
。
ま
た
、
本
書
に
は
、
「
源
氏
物
語

礼
讃
歌
」
成
立
に
繋
が
る
文
学
活
動
と
そ
れ
を
生
み
出
す
、
晶
子

・
鉄
幹
の

実
人
生
が
丹
念
に
描
か
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
は
、
著
者
が
多
く
の
資
料
を
読

ま
れ
た
結
果
、
「
源
氏
物
語
礼
讃
歌
」
が

「秋
成
の
屏
風
を
閲
覧
し
、
そ
の

感
動
に
よ

っ
て

（
こ
れ
が
）
生
ま
れ
た
と
い
う
単
純
な
ス
ト
ー
リ
ー
で
は
な

く
、
晶
子
が
文
学
活
動
と
葛
藤
し
な
が
ら
の
生
活
と
密
接
な
関
係
が
あ
る
こ

と
を
知

っ
た
」
（あ
と
が
き
）
と
い
う
と
こ
ろ
か
ら
来
て
い
る
の
で
あ
ろ
う

と
思

っ
た
。

晶
子
が
秋
成
の

「
源
氏
物
語
短
冊
屏
風
」
に
出
会
う
の
は
、
五
歳
の
子
を

伴

っ
て
の
夫
鉄
幹
と
の
関
西

。
九
州

へ
の

「
歌
行
脚
」
の
折
で
あ

っ
た
。
大

正
六
年
五
月
二
十
八
日
大
阪
着
、
小
林

一
三
と
並
ぶ
、
与
謝
野
家
の
経
済
的

援
助
者
小
林
政
治

（号
天
眠
）
宅
で
の
、
新
聞
記
者
の
イ
ン
タ
ビ

ュ
ー
に
は
、

鉄
幹
は
、
病
後
の
気
保
養
で
、
ほ
ん
の
同
好
者
だ
け
に
歌
を
揮
豪
す
る
つ
も

り
と
か
、
晶
子
は
、
大
阪
の
研
究
を
す
る
つ
も
り
と
か
、
始
め
て
の
歌
行
脚

に
ふ
さ
わ
し
い
言
辞
を
弄
し
て
い
る
が
、
著
者
が
大
正
六
年
五
月
十
六
日
付

の
小
林
政
治
宛
鉄
幹
書
簡
や
小
林
天
眠
著

『
毛
布
五
十
年
』
の

「
歌
帖

『
泉

の
壺
』
」
を
引
い
て
、
述
べ
て
お
ら
れ
る
よ
う
に
、
「直
接
の
目
的
は
収
入
を

得
る
こ
と
に
あ
り
、　
一
週
間
ば
か
り
滞
在
し
、
そ
の
間
に
短
冊
、
色
紙
、
半

折
、
全
紙
を
揮
豪
し
て
販
売
し
、
三
、
四
百
円
の
収
入
を
得
た
い
と
の
願

い
」
倉
１
〕
晶
子

の
大
阪
行
き
）
で
あ

っ
た
。
ま
た
、
同
書
簡

の
な
か
の

「薄
田
君
な
ど

二
御
話
し
下
さ

つ
て
各
種
の
新
聞
に
私
共
の
来
坂
し
て
数
日

間
滞
在
す
る
旨
を
書
い
て
お
貰
ひ
下
さ
い
」
は
、
「
評
判
を
高
め
る
こ
と
に

よ
つ
て
人
々
に
購
買
意
欲
を
持
た
せ
、
作
品
の
販
売
を
促
進
し
た
い
と
の
思

い
に
よ
る
」
〔１
〕
と
分
析
し
て
お
ら
れ
る
如
く
で
あ
ろ
う
。
さ
ら
に
、
同

書
簡
中
の

「
こ
の
発
起
人

ハ
薄
田
君
、
高
安
夫
人
、
貴
兄
の
三
人
に
願
は
れ

ま
せ
ん
か
」
と
あ
る
の
を
、
「鉄
幹
は
天
眠

へ
揮
宅
す
る
に
あ
た

っ
て
の
発

起
人
ま
で
指
定
し
、
浪
漫
派
詩
人
と
し
て
知
ら
れ
、
当
時

『大
阪
毎
日
新

聞
』
の
学
芸
副
部
長
と
し
て
勤
め
て
い
た
薄

田
淳
介

（泣

菫
）
、
関
西
の
女



流
歌
人
と
し
て
知
ら
れ
て
い
た
高
安
や
す
子
の
名
を
あ
げ
る
。
こ
れ
ら
も
、

露
骨
に
収
入
を
得
る
た
め
の
大
阪
行
き
と
い
う
の
で
は
な
く
、
あ
く
ま
で
も

発
起
人
か
ら
求
め
ら
れ
て
関
西
に
赴
き
、
そ
の
機
会
に
揮
宅
を
す
る
と
い
う

体
裁
を
と
り

つ
く
る
た
め
で
あ

っ
た
」

〔１
〕
と
な
か
な
か
手
厳
し
い
解
釈

が
な
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
通
り
で
あ
ろ
う
。
関
西
で
は
、
晶
子
た
ち
は
六

甲
山
苦
楽
園
に
宿
を
取
り
、
天
眠
、
高
安
や
す
子
の
奔
走
で
集
め
ら
れ
た
同

好
者
に
販
売
す
る
色
紙
な
ど
を
、
揮
皇
し
続
け
た
。

晶
子
が
秋
成
の

「
源
氏
物
語
短
冊
屏
風
」
を
見
た
と
い
う
記
述
は
、
大
正

九
年

（
一
九
二
〇
）

一
月
二
十
五
日
付
小
林

一
三
宛
晶
子
書
簡
に
出
て
い
る
。

こ
の
書
簡
か
ら
著
者
は

「
源
氏
物
語
礼
讃
歌
」
の
成
立
を

「
一
三
は
大
正
六

年
四
月
に
秋
成
の

『
（詠
源
氏
物
語
和
歌
』
の
屏
風
を
購
入
し
、
こ
よ
な
く
愛

玩
し
て
い
た
よ
う
で
、
同
年
六
月
、
自
邸
に
招
い
た
晶
子
に
、
「
」
の
よ
う

な
作
品
を
、

つ
い
最
近
手
に
入
れ
た
』
と
披
露
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
彼
女
は

つ
く
づ
く
と
そ
の
屏
風
を
な
が
め
、　
一
首
ず

つ
の
歌
を
読
む
に
つ
け
、
感
動

を
覚
え
る
と
と
も
に
、
自
分
で
も
こ
の
よ
う
な
和
歌
を
作
り
た
い
と
の
思
い

に
駆
ら
れ
た
に
違
い
な
い
。
そ
れ
が
滝
田
樗
蔭
の
強
い
勧
め
も
あ
り
、
大
正

八
年
の
暮
に

一
気
に
詠
み
あ
げ
、
翌
年
の

一
月
、　
〓
一一に
前
述
の

『
源
氏
物

語
礼
讃
歌
』
の
短
冊
五
十
四
枚
を
送

っ
て
き
た
背
景
と
思
わ
れ
る
」
（
８
〕

「
源
氏
物
語
礼
讃
歌
」
の
短
冊
）
と
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
「礼
讃
歌
」
が

詠
ま
れ
た
も
う

一
つ
の
理
由
を
、
「大
正
六
年
に
身
重
の
体
な
が
ら

『
歌
行

脚
』
と
し
て
大
阪

。
九
州
を
め
ぐ
り
、
帰
京
後
の
九
月
に
六
男

『
寸
』
を
出

産
す
る
も
の
の
、
二
日
後
に
亡
く
な

っ
て
し
ま
う
。
文
筆
活
動
に
ひ
た
す
ら

専
念
す
る
こ
と
に
よ

っ
て
、
し
い
て
平
静
さ
を
保
と
う
と
す
る
必
死
な
晶
子

の
心
根
は
、
そ
の
姿
を
知
れ
ば
知
る
ほ
ど
む
し
ろ
あ
わ
れ
さ
を
覚
え
ず
に
は

い
ら
れ
な
い
。
悲
し
み
か
ら
逃
避
し
て
没
頭
し
よ
う
と
し
た
の
が

『
源
氏
物

語
』
の
世
界
で
あ
り
、
そ
こ
か
ら
供
養
の
思
い
も
あ

っ
て

『
源
氏
物
語
礼
讃

歌
』
が
生
み
出
さ
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
想
像
し
て
み
た
く
な

っ
て
く
る
」

（あ
と
が
き
）
と
述
べ
ら
れ
る
。
こ
れ
は
大
変
興
味
深
い
見
解
で
あ
る
。

本
書

の
構
成
は

［１
］
晶
子
の
大
阪
行
き
、
［２
］
関
西
、
九
州

へ
の
旅

の
成
果
、
［３
］
歌
人
仲
間
河
野
鉄
南
、
［４
］
晶
子
の
歌
行
脚
、
［５
］
『
源

氏
物
語
講
義
』
の
執
筆
、
［６
］
鉄
幹
の
欧
州
遊
学
、
［７
］
鉄
幹
の
悲
運
と

晶
子
の
悲
し
み
、
［８
］
「
源
氏
物
語
礼
讃
歌
」
の
短
冊
、
と
な

っ
て
い
る
。

こ
れ
は
明
治
三
十
年

（
一
八
九
七
）
七
月
の
浪
華
青
年
文
学
会

の
機
関
誌

『
よ
し
あ
じ
草
』
の
創
刊
か
ら
が
、
「
源
氏
物
語
礼
讃
歌
」
の
成
立
に
繋
が
る

と
さ
れ
る
構
成
で
あ
る
が
、
紹
介
で
は

［３
］
●
［５
］
●
［７
］
な
ど
は
、
全

く
触
れ
る
こ
と
が
で
き
な
か

っ
た
。
［６
］
に
は

「
晶
子
は
、
夫
鉄
幹
の
た

め
に
資
金
を
調
達
す
る
と
い
う
運
命
に
半
生
を
捧
げ
た
人
生
で
は
な
か

っ
た

か
」
と
あ
る
が
、
本
書
に
通
底
す
る
も
の
は
、
晶
子

へ
の
著
者
の
愛
憐
の
情

で
あ
る
。

（思
文
閣
出
版
、
二
〇

一
一
年
二
月
、
三
二
四
頁
、　
一
四
七
〇
円
）

（
み
や
も
と

。
ま
さ
あ
き
　
本
学
大
学
院
博
士
後
期
課
程
）


